
⇒

⇒

知識・技能

【学習上の課題】
自分が何を学んだか理解し、学びを積み重ね自
己調整していくことに課題がある。
【指導上の課題】
児童が自らの学びを振り返る時間が十分でな
い。

授業改善策【評価方法】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と授業改善策

自らの学びをメタ認知できるように、学び
を振り返る時間を確保する。その振り返り
から次の学びの課題を設定させるようにす
る。【毎時間設定】

思考・判断・表現

学校課題研修の中で学習の流れに協働的
な学びを位置付け、どの教科でも実施でき
るようにする。【毎時間設定】

【学習上の課題】
課題に対して友だちと助け合ったり、伝え合った
りしながら学んでいくことへの意欲に課題があ
る。【指導上の課題】
意図的に協働的に学ぶ時間をを設ける。協働的
に学ぶよさを教師が価値付ける。

授業改善策【評価方法】
③

評価（※）

中間期見直し中間期報告

授業改善策の達成状況

A

A

変更なし

変更なし

毎時間学びを振り返る時間を確保するこ
とで、次の学びの課題を設定する子ども
の姿が見られた。振り返りを継続的に
フィードバックできる手立てを検討してい
く。

知識・技能

思考・判断・表現

どの教科でも協働的な学びを実施するこ
とを位置付け実施している。考えを共有し
たり、課題解決をするために協働したりす
るためにクラウドを効果的に使う手立てを
検討していく。

比較的どの学年も、教科を問わず市の平均を上回っている。特に３年生算数「数と計算」、５年
生国語「言葉の特徴や使い方に関する事項」においては、経年で比較したときに昨年度よりも
数値が大きく上回っている。６年生理科「エネルギー」を柱とする領域においては、課題がみら
れた。実験して終わりではなく、その内容を知識・技能と結び付けることを大切にしていく。

思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

知識・技能

経年で比較すると、どの教科も昨年度より平均正答率を上回っている学年が多い。知識・技能を身に付ける
にとどまらず、子どもたち自身で課題を解決したり、思考を促す場面を設けたりすることで力が付いたと考
えられる。ただ、６年生国語「話すこと・聞くこと」の領域においては、平均正答率に課題がみられた。話し手
の立場だけでなく、聞き手としてどんな助言ができるかを国語の授業だけでなく普段の学校生活から考え
られるよう指導をしていく。

A

A思考・判断・表現

知識・技能

R６年度さいたま市学習状況調査の質問項目「学習した内容について、分かった点や、よく
分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができていますか。」の回答では、５・
６年生ともに肯定的な回答率が９０％を超えた。経年比較したときにも昨年度より数値が
上昇したことから、ただ、振り返りを書くだけでなく、次の学びにつながるように意識でき
たことが結果につながったと考えられる。

どの教科でも単元を通して、協働的な学びを取り組む時間を設けることができた。R６年
度さいたま市学習状況調査の質問項目「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分
の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか。」の回答では、
５．６年生ともに肯定的な回答が９０％を超えた。ただ、話合いの時間を設定するのではな
く、児童が協働的に学ぶ必要感をもてるような課題の設定をともに行い、児童が主体的に
学んだことが成果につながったと考えられる。

評価（※） 授業改善策の達成状況⑤ ② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能

国語は、全ての問題で埼玉県・全国の平均正答率を上回り、算数は1問埼玉県・全国の平均正答率を下回っ
た。以上の結果から概ね理解できているといえる。R6年度さいたま市学習状況調査「学習した内容につい
て、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができていますか」における肯
定的な回答の割合は８７．８％であり、継続的な指導が結果に結び付いたと考える。今後も何を理解して、何
が理解できなかったのかを振り返る時間を確保しながら、次の学びへとつなげる授業を続けていく。

思考・判断・表現

算数は、全ての問題で埼玉県・全国の平均正答率を上回り、国語は1問埼玉県・全国の平均正答率を下回っ
た。以上の結果から概ね身に付いているといえる。国語の物語を読んで、心に残ったところとその理由をま
とめて書くことにおいては課題がみられた。読んで感じたことや考えたことを記述することに課題がみられ
たため、今後は、「読むこと」の学習と読書活動の関連を意識して指導し、「読むこと」の資質・能力を高めつ
つ、日常的に読書に親しむことができる児童の育成を目指す。

⑥ 次年度への課題と授業改善策

思考・判断・表現

身に付けた知識や技能を活用できるような授業づくりを行っていく。そのためにも、今年度の成果である
「協働的に学ぶ時間の確保」を来年度も継続して行っていく。また、教科や単元で途切れるのではなく、教科
横断的であったり、単元の系統性も意識したりしながら授業づくり、実践、振り返りを行い、子ども達が協働
的に学ぶよさを実感できるようにする。そのような経験を積み重ね、主体的に学び、新たな自分の考えを生
み出し、それを他者へと表現する力を身に付けることを目指すようにする。

知識・技能

全体的には、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図ることができた。今後も、問題解決型の授業を充実さ
せ、より一層の定着ができるようにする。また、今年度の成果として挙げられる「振り返りをする時間の確
保」については、来年度以降も継続して行い、分かったことや分からなかったことを振り返りながら学びを
積み重ね、確実な知識・技能の習得を目指すようにする。

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）



①

⇒

⇒

⇒

　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

目　標 策

思考・判断・表現
全国学力・学習状況調査及びさいたま市学習状況調査におけ
る国語、算数の「思考・判断・表現」において、全国平均及びさ
いたま市平均を上回る。

学校課題研修を通して、言語活動の充実を図り、自分の考え
を表現したり仲間との対話を通して考えを深めたりする機会
を多く設ける。

知識・技能
全国学力・学習状況調査及びさいたま市学習状況調査におけ
る国語、算数の「知識・技能」において、全国平均及びさいたま
市平均を上回る。

ドリルパーク、スタディサプリ等を活用し、漢字や基本的
な計算等の反復・習熟に取り組む。

主体的に学習に取り組
む態度

全国学力・学習状況調査及びさいたま市学習状況調査におけ
る「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでい
ましたか」の質問項目において、肯定的な回答の割合を９０％
以上にする。

日常的な問題解決的な学習（課題設定、見通し、個別学
習、協働学習、価値づけ、まとめ、振り返り）を行う。ま
た、子ども一人ひとりに自分の学習状況を把握させ、自
ら立てた学習計画に基づき学習を進める。

③

⇒

⇒

目　標 策

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

主体的に学習に取り組
む態度

変更なし 変更なし

知識・技能 変更なし 変更なし

変更なし ⇒ 変更なし思考・判断・表現

小６

小３

さいたま市学習状況調査の国語において、「知識・技能」及び「思考・判
断・表現」共にさいたま市平均を上回った。算数において、「知識・技
能」及び「思考・判断・表現」共に平均と同程度だった。算数の図形の理
解に課題がみられた。数学的活動を重視していく。

小５

さいたま市学習状況調査の算数において、「知識・技能」は平均を
上回り、「思考・判断・表現」は平均と同程度だった。国語において、
「知識・技能」及び「思考・判断・表現」は平均と同程度だった。国語
の言葉の特徴や使い方についての理解に課題がみられた。漢字や
言葉の使い方の反復・習熟に取り組んでいく。

さいたま市学習状況調査の国語において、「知識・技能」及び「思
考・判断・表現」共にさいたま市平均を上回った。算数において、
「知識・技能」は平均と同程度、「思考・判断・表現」は平均を上回っ
た。全体的によく理解できているが、算数の計算に課題がみられ
た。基本的な計算の反復・習熟に取り組んでいく。

小４

さいたま市学習状況調査の国語において、「知識・技能」及び「思考・判
断・表現」共にさいたま市平均を上回った。算数において、「知識・技
能」は平均を上回り、「思考・判断・表現」は平均と同程度だった。全体
的によく理解できているが、算数の図形、データの活用についての理
解に課題がみられた。数学的活動を重視していく。

④ 　　　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析
※令和５年度のさいたま市学習状況調査結果は参考値扱いとなります。

B

B

A

⑤ 目 標・策の達成状況 評価（※）

主体的に学習に取り組
む態度

全国学力・学習状況調査及びさいたま市学習状況調査における「課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組んでいましたか」の質問項目において、どちらの調査も肯定
的な回答の割合が90%を上回り、目標を達成することができた。

知識・技能
全国学力・学習状況調査及びさいたま市学習状況調査における国語、算数の「知識・技
能」において、全国平均及びさいたま市平均を概ね上回った。ドリルパークやスタディサ
プリ等を活用し、漢字や基本的な計算等の反復・習熟に引き続き取り組んでいく。

思考・判断・表現

全国学力・学習状況調査及びさいたま市学習状況調査における国語、算数の「思考・判
断・表現」において、全国平均及びさいたま市平均を概ね上回った。言語活動の充実を図
り、自分の考えを表現したり仲間との対話を通して考えを深めたりする機会を引き続き
設けていく。

思考・判断・表現
全国学力・学習状況調査の国語、算数の「思考・判断・表現」において、全国平均、さいたま市平均ともに
上回った。全体的によく理解しているが、図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き
表し方を工夫することに課題がみられた。他教科等と関連を図りながらして指導していく。

主体的に学習に取り組
む態度

全国学力・学習状況調査における「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」
の質問項目において、肯定的な回答の割合が90%を上回った。また、国語、算数とも無解答率が低く、
粘り強く取り組んでいる。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能
全国学力・学習状況調査の国語、算数の「知識・技能」において、全国平均、さいたま市平均ともに上回っ
た。全体的によく理解しているが、正三角形の意味や性質、百分率で表された割合についての理解に課
題がみられた。数学的活動を重視していく。

⑥ 　　　　　　　　　次年度への課題と改善策

主体的に学習に取り組
む態度

引き続き「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」の質問項目において、肯定的な回答の割合
90%を維持する。学習の目的や課題を明確にしたり、児童と共に学習計画をたてたりする活動を重視していく。

知識・技能
全体的には、基礎的・基本的な知識・技能の定着が図れた。しかし、個人差が大きいことから個別に必要な支援を講じてい
く必要がある。また、反復のみならず、概念の必要性や意味の理解を深めるために、自分の考えを表現したり仲間との対
話を通して考えを深めたりする活動を重点的に取り組んでいく。

思考・判断・表現
話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉え自分の考えをもったり、根拠を明確にして自分の考えに説得
力をもたせることに課題がみられた。仲間との対話を通してお互いの考えを聴き合ったり、自分なりの根拠をもって考え
を伝えたりする活動を重点的に取り組んでいく。

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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